ロシア語史概説(1) : 序説 by 石田, 修一
Title ロシア語史概説(1) : 序説
Author(s) 石田, 修一







Osaka University Knowledge Archive : OUKA
https://ir.library.osaka-u.ac.jp/
Osaka University
学報第77号
ロシア語史概説（1）
　　　　　　　（序　説）
石　田　修　一
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〔王〕　ロシア語とスラヴ諸語
　ロシア語は，言うまでもなく，インド・SU　一ロッパ語族の一つであるスラヴ語派に属する言語で
ある。今日では，100パーセント有効な分類法とは言い難いが，印欧語の東方グループ，飯謂サタ
ム語群に属する言語である。即ち，印欧語の後口蓋音（gutturales）のうち，口蓋の比較的前方で閉
鎖の行われたk，g（palatales）が，印欧語西方グループではk，g，東方グループではs③，　z②として
対応することを，〈IOO＞を表す共通基語＊k’甲tomをテスト・ワードとして，ラテン語ではケント
ゥム（centum），アヴェスタ語ではサタム（satgm）となることから，　kに対応するラテン語を代表者
とするケントゥム謡群とsに対応するアヴェスタ語を代表者とするサタム語群に分かつのである。
スラヴでは，＜IOO＞は，古スラヴ語（古代教会スラヴ語）でc｝、T◎，また今日Pシア語を含むどの
スラヴでもlstolである。従って，この分類から見れぽ，スラヴはサタム語群だということになる。
　さて，世界のスラヴ語総人caは約2億7500万～2億8000万人程度と推定されるが，この普及率は，
中国，インド，ゲルマン，pa・Yンス各言議についで世界第5位である。また，ヨーロッパでは最も
大きな言語群であり，約2億圭000万人の人々によって話されていると言う（園みに，訟一ロッパで
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のゲルマン語人esは約1癒7500万人，ロマンス語人llは1癒550◎万人程度とされている）。
　また，この大ぎな言語群である今日のスラヴ語は，さらに次のように分類される諸言語から成っ
ている。言語人口（単位100万）1），主語域とともに示せぽ，以下の通りになる。
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ソ連邦
ソ連邦（ウクライナ共和国）
ソ連邦（白ロシア共和国）
ポーランド
ポーランド（ヴィスワ月i下流，ポメラニア地方）
ドイツ（民玄共和国／シュプレー川上流）
ドイツ（罠主共和国／シ＝プレー川下流）
チェコ・スロヴァキア（チェコ共和国）
チェコ・スロヴァキア（スロヴァキア共和国）
ユーゴ・スラヴィア（スロヴェニア共和国）
ユーゴ・スラヴィア（セルピア，クロアチア，ボスニア＝ヘルツェゴ
　ヴィナ，ツルナ・ゴラ〈モンテ・ネグロ〉各共和騒）
ユーゴ・スラヴィア（マケドニア共和国）
ブルガリア
　なお，上記のソルブ語（sorbian英／sorbisch独一ゾルブ語）はラウジッツ語（Lausitzisch独）ない
しは時としてヴェンド語（Wendisch独）等の名称でも呼ぽれるが，自らはセルブ人（セルプSerb）
・セルブ語（セルプシチーナSerb§6ina）と呼んでいる（cf．この言語では南スラヴのセルビア人を
「南セルブ人」＜ユージヌィ・セルプJu2ny　Serb＞と呼ぶ）。ロシア語では，セルポ・ルージッツ語
くCep6011y）KvaglUIPt　fi3blK＞である。バウツェン（Bautzen，ソルブ語ではブディシンBudy§in）をその
文化的中心とする高地ソルブ語（homloserbska　r醐と＝ットブス（Cottbus，ソルブ語ではホシェブ
スChogebus）を中心とする低地ソルブ語（dolnoserbska　r6c）に分かれる。ドイツ罠主共和国政府は，
ドイツ語圏に囲まれたこのスラヴ少数民族を保護している。
　また，上記以外にも，西スラヴに属する死語として，ポラーブ語，スロヴィンツ語，そして南ス
ラヴに属してロシア語史，Ptシア文化史上も極めて重要な古語である古（代）スラヴ語（古代教会
スラヴ語／古代ブルガリア語）を挙げることができる（古スラヴ語については，後述）。ポラーブ
人は，かつて，上に言うソルブ人の北方，エルベ絹（スラヴ名はラバ川）の中・下流地帯とオーデ
ル川（スラヴ名オドラ川）下流地帯に展開し，その雷語は18樵紀の初頭に至るまで命脈を保ってお
り，少数の文献が残されている。そのポラープ人の東隣には，バルF海沿岸沿いにスロヴィンツ人
が住んでいたが，1890年代には200人程度の言語人口，1911年の算定では，50人弱の人がその雷語
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を解することが出来たという（セリーシシェフ，A．M．　CenMmeBに拠る）2）。このスmヴィンツ人
は，上記のカシューブ人と共に，かつてオドラ川下流域とヴィスワ川下流域のバルト海沿岸地帯に
展開したポモーシェ族（Pom◎rze一沿海地の意）の末窩である。カシューブ人は，20万人程度の言
語人口と推定されるが，現在ではその言語はポーランド語への同化が進み，殆どポーランド語の一
方言と見なされている。更に，ポーランド語，ソルブ講，ポモージェの末喬たるスロヴィンツ語，
カシ＝一ブ語，それにポラーブ語を加えて，これをレッヒ（語）群（ncx“Tcxas｛rpyl！lla）と呼んで
いる。一般に，蕩スラヴはチェコ（チェク）・スロヴァキア群と北西スラブ群に大別されるが，レ
ッヒ群とは，後者即ちかつてバルト海沿摩地帯のヴィスワ，オドラ，ラバ川流域一体に展開した北
西スラヴ群を指すのである。
　さて，上に示した現在のスラヴ及び東スラヴの各言語人口の比率を円グラフに表せば，以下のよ
うになる。
西スラヴ
（52，5）
スラヴ内言語人口比率
　南スラヴ（27，0）
（単位100万）
東スラヴ
ウクライナ
東スラヴ内言語人口比率
　　　臼ロシア（9，2）
（単位100万〉
ロシア
〔1〕　スラヴ諸語の近親性・共通性とスラヴ裕語
　スラヴ語派がゲルマン，ロマンス語派等の諸言語と異なる大きな特徴は，何と言っても諸言語相
互間の著しい近親性，共通性，類似性が未だに保存されている事であろう。それは語彙，音韻，文
法構造（形態，統語法）の全てにわたって観察されるのである。
　例えば，語彙の面では，次のように親族名，身体部分の名称，季節，昼夜，霞然環境・現象の名
称，形容詞，動詞，数詞等の僅かの例を挙げて晃ただけで，その類似性に誰でも容易に気付くこと
が出来る。
ロシア
6paT
ceCTpa
rOfiOBa
ウクライナ
6paT
ceCTpa
ronOBa
白ロシア
6paT
C鵬Tpa
ra巖aBa
ポーランド
brat
Slestra
gfowa
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チェコ
bratr
sestra
hlava
ブルガリア
6paT
ceCTpa
maBa
セルポ・クロアチア
6paT（brat）　　兄弟
ceCTpa（sestra）嫁妹
rnaBa（glava）頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシア語史擬説　（1＞
cepnqe　　　cep取e　　　C3Plla　　　serce　　　srdce　　　Cbpxxe　　　cpue（srce）’心（蔵＞
AeTO　　　　　　　　　　　　　niTO　　　　　　　　　　　　　JIeTa　　　　　　　　　　　　　latO　　　　　　　　　　　　　　IetO　　　　　　　　　　　　　　nfiTO　　　　　　　　　　　　　theTO　（ljetO）　　　夏，　　年
31iMa　　　　31iMa　　　　3三Ma　　　　zima　　　　Zima　　　　3HMa　　　　3HMa（Zima）　冬
双eHも　　　　　　　AeHb　　　　　　　瓜3eHb　　　　　　dzieh　　　　　　　den　　　　　　　　Aea　　　　　　　　煤aK（（1an）　　霞　　（昼）
Begep　　　Be蜘「　　　Be畷ap　　　WieCZ6r　　Ve6er　　　Begep　　　Bege（Veこe）夕方，晩
BoAa　　　　　Bo且a　　　　　Bana　　　　　　woda　　　　　voda　　　　　Bo瓜a　　　　　Bo退a（voda）　水
03epo　　　o3epo　　　Bo3epa　　　jeziero　　　jezero　　　e3epo　　　je3epo　6ezero）湖
pbi6a　　　　　　　pH6a　　　　　　　pbl6a　　　　　　　ryba　　　　　　　ryba　　　　　　　pK6a　　　　　　　pH6a（riba）　　，魚、
c耳a八Ksu賞　　　　　coJI◎八KK覚　　　　caπo瓜Ki　　　　　s数）dki　　　　　　s星adky　　　　　　cHai15K　　　　　　c月a長aK（sla（iak）　　甘し・
cTap葦》1滋　　　　　cTap避鑑　　　　　　cTapbl　　　　　　stary　　　　　　　　stary　　　　　　　　cTap　　　　　　　　cTap（star）　　古㌧・
照｛caTL　　　　　nHcaTx　　　　　磁ca取る　　　　　　pisa6　　　　　　　psat（i）　　　　　　llHl1la　　　　　　ngcaTM（pisat圭）　　書く
xo韻↑b　　　xoAHTx　　xaA3i恥　　　ch◎dzi6　　chodit（i）　　xonff　　　　xoPmTH（hoditi）歩く
以Ba　　　　　　llBa　　　　　　瓜Ba　　　　　　dwa　　　　　　dva　　　　　　nBa　　　　　　裁3a（dva）　二
ceMb　　　　ciM　　　　　ceM　　　　　siedem　　　　sedm　　　　ceμeM　　　　ceAaM（sedam）　七
π　　　　　fi　　　　　fi　　　　　ja　　　　　ja　　　　　a3　　　　　ja　Ga）私
6e3　　　　　　　　　6e3　　　　　　　　　6e3　　　　　　　　　bez　　　　　　　　　bez　　　　　　　　　6e3　　　　　　　　　6e3（bez）　　～なし音こ
　　形態面の近似性についても同様である。以下に名詞と動詞のパラダイムの例を挙げる。
　　　　　　　（名詞例）　ロシア　　　ポーランド　チェコ　　　セルポ・クPtアチア
　　　　　　　　1　主格　KopoBa　　　krowa　　　krava　　　KpaBa（krava）（雌午）
　　　　2　生格　　　bl　　　　　y　　　　　y　　　　　　e（　　e）
　　　　3　与格　　　e　　　　　ie　　　　　6　　　　　　K（　1）
鳶薫数　　4　　文才格　　　　　　　y　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　　y（　　　u）
　　　　5　　　造格　　　　　　　　o鍾　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　0u　　　　　　　　　　　　OM　（　　　　om）
　　　　6　前置格　　e　　　　　ie　　　　　e　　　　　頭　　i）
　　　　　　　　7　呼格　　　　　　　　　　0！　　　　　0！　　　　　　O！（　　◎！）
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　bl　　　　　　　　　y　　　　　　　　　y　　　　　　　　　　e（　　　e）
　　　　　2　　　　　　－　　　kr6w－　　　　　－　　　　　　a（　a）
　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　aM　　　　　　　　　　　om　　　　　　　　　　　am　　　　　　　　　　　aMa（　　　　ama）
複数
　　　　　4　　　　　　　　　　－　　　　　　　　y　　　　　　　　y　　　　　　　　　e（　　　e）
　　　　　5　　　　　　aMK　　　　ami　　　　ami　　　　　aMa（　　ama）
　　　　　　　　6　　　　　　ax　　　　　ach　　　　ach　　　　　aMa（　ama）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
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　　　（動詞例）
線構
醸
ロシア ポーランド
∬」1eTy　　　　　p1◎te
　　琶正Ub　　　Plec呈eSZ
　　琶T　　　Plecie
　　¢M　　　Plec三emy
　　e［re　　　　pleciecie
　　yT　　　P玉o⑫
チェコ
Pletu
　　e忌
　　　e
　　eme
　　ete
　　　◎u
ブルガリア
田1eτa
　　e田
　　e
　　eM
　　eTe
　　aT
セルポ・クロアチア
rmeTeM（pletem）（編む）
　　edi（　e9）
　　e（　e）
　　eMO（　emo）
　　eTe（　ete）
　　y（　u）
　シンタクス薗でも，例えば，B，搬＋場所の前置格において，あるいはまた造格の道具・手段を
表す格（具格lnstrumental　case）としての機能等においても共通性が認められる。
（ロシア）　　　　　　灘By　B　MocKBe．　cH）Ky　Ha　cTy涯e．四斑y　Kapa鞭a斑oM。
（セルポ・クロアチア）cTa覇eM　y　MocK％．　ce朋M　Ha　cTo胆躍．　RMIIIeM　pYK◎M．
（ポーランド）　　　　鵬ieszka阻wM◎skwie．siedz¢na　iawie．　pieze　of6wkiem，
（チ＝コ）　　　　　　　by（llim　v　Moskv6．　sed三田na乏idl呈．pi§u　tu乏kou．
　ポーランドのスラヴ学者レール・スプワorインスキ（Lehr－Sptawinski，T．）によれぽ，現代ポーランド語
の語彙の内約1700語強は共通スラヴ起源のものであり，その内訳は1000語の名詞，460語の動詞，170
語の形容詞であり，その他80語が別の品詞であると云う。また，その語彙の10分の1は人間の内面
・ 精神生活に関わるもの，10分の8強は外界，物質界，自然界に関わるものである，としている。
更に約looes程が文法関係を表現するもの，即ち代名詞，接続詞，前置詞，数詞なのだ，と言う。
この事情は，大体他のスラヴ諸語においても岡じであろう3｝。ソヴィエ5のpmシア語学者ガールキ
ナ・＝フェダルーク（raJlzzHa－coeAopyK，　H．M．）も，共通スラヴ起源のロシア語の語彙は現在200◎弱
であるが，それらは日常生活において最も使用頻度の高い単語であり，H常使用語彙の4分の1以
上に達する，としている4）。従って，スラヴの人々は意識的な学習を通じなくても，互いに大雑把
な意志疎通ならば，現在でも可能な場面が多いと想定される。このことから，ロシア語を初めとす
るスラヴ諸語の一つでも学雷する事がもたらす利益の大きさは測り知れないものがあることが判る
のである。
　いま共通スラヴ起源と言う蕎葉を使用したが，こうしたスラヴ諸語の共時的，通時的比較が教え
るその共通性，近親性の事実によって，我々は，これら現代のスラヴ諸語がある単一の共通の言議
から分化，発展して来たことを知るのである。そしてその単一の言語を称して，我々は，スラヴ祖
語，スラヴ基語，原始スラヴ語（鷺pac澱B艇cK磁紹b凪，　cllaBnHcKmb　fipaff3blK，　cllaBm田cKIIPt　fi3blK－ocH－
oBa，　Ursiavisch），ないしは共通スラヴ語（06環ec涯aB魁cK頗鵤ゐ葺K，　S至ave　c◎mmun）と呼んでいる。一
方このスラヴ祖語露体は，印殴視語（∬p躍瓢oeBPO汀磁CK磁fi3LIK，聡πoeBPO鵬蜘K曲xxpaSI3blK，
◎6rueKHRoeBponeptcKnB　s3blK－OCHOBa，　Proto－lndo－Eur◎pean）の分化の結果であると推定されてい
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る。尤もどちらも実際に文証される訳ではないが，印欧祖語に比べれぽ，スラヴ擾語の方は古スラ
ヴ語の介在を通してよほど現実感をもって意識されるのである。
　ところで，印欧語の中でスラヴ語派と最も深い関係を持つとされるのがパル5語派の言語，即ち
リトアニア語，ラトヴィア語（瞬謂東バルト諸語，何れもソ連邦リトアニア共和国，ラトヴィア共
和国の国語）及び死語であるヤトヴァギ族（ネマン川と西プグ川の間の地に居住した），ゴリャヂ
族（12～13世紀までモスクワ川とオカ川の間の地に居住した）の言語と古プロシア語（ヤトヴャギ
の茜，バルト海南沿岸地帯に18世紀まで存続）（これらヤトヴャギ，ゴリャヂ，古プロシアの三語
を薦バルト諸語と称する）である。このことはほんの数例の語根の鰐応関係を見ただけでも，事態
は想像出来るであろう。例えぽ，南スラヴ諸藷やチェコ語，スロヴァキア語の【vratal（ドア，或
いは門），ロシア語BOPOTa（門），ポーランド語及びソルブ語wrota（門）等のスラヴ視語再建形
＊vartaはリトアニア語vartaiに対応する他，　paシア語を含むスラヴ諸語の｛noga】（足）はリトア＝
ア語においてnaga（ひづめ），同様にしてronoBa－galva（頭），　pyKa－ranka（手）（cf．　rifikti・・集
める）等等である。その他文法現象等においても多くの共通項が認められる。こうした事情のため，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笥
概して初期の印欧語学者の中には，印欧語からスラヴ語に棄る分化の過程に，先ず単一のバルト・
スラヴ語（6anT（）－crraBfiHcKoe　fi3b！KoBoe　ellHHcτBo）の蒋期を想定し，そこからバルト祖語とスラヴ
祖語が分化した，とするものがり，この考え方は19世紀中葉から20世紀初頭～中葉まで約100年間
にわたって有力であった。また，近年，スラヴ祖語は古代バルト語集団から分化してある時期より
独自の発展過程を歩み始めた方書から形成された，と主張するものもある。バル5・スラヴ祖語の
仮説に初めて疑問を呈したのはラトヴィアの言語学老エンゼリン（Endzerin，3．）（1911年）である。
メイエ（Meillet，　A．）もまたバルト・スラヴ祖語の設定には反対している。しかし，バルト・スラヴ
の共同関係（6allT◎－cllaBf｛HcKa5｛06NHocTb／coo6mHocTb）あるいはスラヴ祖語と古代バルト諸方言
の接触関係の発展時期が存在したであろうことを疑う者は誰もいない。ベルンシュタイン
（BePHmTeiH，　C．　B）に依れぽ，そうした接触関係の発生は紀元前2000年紀中期に始まり，紀元醜
1000年紀中期には完了した，としている5）。スラヴ語に特に近いと考えられているのが一と記の西バ
ルト諸語であるが，その近似性を説明して，ゴルヌンク（rOPHyllv，6．　B．）は，プロシア，ヤトヴャ
ギ，ゴリャヂ族の祖先即ち西バルト人は初めスラヴ人の穣先と岡一連合関係にあったが，のちそこ
から離脱してリトア＝ア人，ラトヴィア人即ち東バルト人と接近した，としている。問題の決着は
ついていないが，これによって考えられることは，スラヴ祖語の成立と発展の蒔期に対して，西バ
ルト語はスラヴ穣語と東バルト語との間に介在する中闘的・過渡的な性格を持ったものである，と
いうことになる6）。
〔皿〕　最古のスラヴ人の分化過程とスラヴ原住地
印殴複語が方雷的分化を始めるのは，一体いつごろのことなのか？ある者は紀元前2500年頃と言
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い，またある老は紀元前3000年頃のことだと言う。中には，それを紀元前4000～5000年紀に設定す
る印殴語学者もある。フィリン（Φ湖照，C．　H．）は，諸説を検討，総合して，崩壊以前の印殴語は
少なくとも紀元前5000～4000年紀にをよ未だ言語的共通性を保っていたが，紀元前3000年紀～2000年
紀初め頃には銑に印殴語族は互いに数千キロメー5ル隔たった地（例えぽ，現在のインド，イラン，
中央アジア，トルコ，南ロシアのステップ地帯等）に分散して，同一起源ではあるが岡一ではない
言語を使用していた，としている7）。しかし，勿論，印殴語の崩壊過程と各語派の成立過程は極め
て長期かつ複雑なものであった，と考えられる。
　スラヴ語の印殴語からの分化の時期についても諸説が存在して定かではないが，その分化の端緒
となる時期は恐らく紀元前3000紀初め頃のことであったろうと推定されている8）。また，このスラ
ヴ樵語は，大方のスラヴ学者が認知している通り，紀元後1000年紀中期頃まではその統一を維持し
ていたのであるから，スラヴ語は少なくとも3000年以上の問その統一性，単一性を保存した，とい
うことになる。従って，これと比較すれぽ，現在の個々のスラヴ諸語の歴史はまるで始まったぼか
りである，ということになろう。
　さて，上記のことに関連して，一体これら最古のスラヴ人達はもともとどの地域に居住していた
のであろうか？即ち原始スラヴ人の時間的限界に加えて，空闘的限界が間題になるのである。所謂
スラヴ原住地（enaBfiHCKaH・apapOXglHa）問題である。
　ソヴィエト，ポーランド，チェコ・スロヴァキアの考古学者達の推定に従えば，最古のスラヴ人
は農耕・牧畜に従事する，縄文式土器文化の担い手であって，紀元醜3000年紀末から2000年紀にか
けて，西はオドラ絹から菓はドネプル川まで，北はバルト海から南はカルパチア山脈に至る広大な
地域に居住しており，また，紀元前2000年紀末から1000年紀にかけて，ここには「骨壺墓原」
（rrolle　ttorpe6ematiないしはxxoxe　llorpe6aHbHblx　ypH）文化と称される火葬埋葬様式をもった多数の
種族が続いて来たのであり，それが初期のスラヴ人である，という。そして，このスラヴ人（のも
のとされる）文化は紀元前1000年紀頃には，概ね西方即ちヴィスワ，オドラJli流域の所謂ラウジッ
ツ文化と東方即ちドネプル州流域の文化に二分されるのである。さらに紀元荊1000年紀末から紀元
前後にかけて，だいたい前者の地ではプシェヴォルスク文化が（紀元前2～紀元2世紀），後表の
地ではザルービンツィ文化（紀元前2～紀元2世紀）とチェルニャホーフ文化（紀元2～4世紀）
がこの墓原文化を継承するのであるが，考古学老達はこれをスラヴの最初の東西グループの分化に
比定するのである。しかし，この場合，考古学的遡及法によって同一ないしは同類のものであると
される文化の民属的・言語的所属を認定する為の決め手に欠けるため，上記の諸文化が純粋にスラ
ヴ人の文化であったかどうかは確定しがたい。それは，先史時代のスラヴ人について記述しk文献
資料が乏しく，しかも紀元1盤紀の，初めてスラヴについての惰報を伝える史料さえもスラヴ人自
身の筆になるものではなく，ローマやヴィザンツの人々の乎になるものであったという事情によっ
て尚更である。
　勿論スラヴ原住地問題の論争では書語学者達が重要な役割を担って来た。先ず第一にシャーフマ
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トフ（田aXMaT◎B，　A．　A．）を挙げるべきであろう。彼は，スラヴ語の植物名ブーク（6ys，ぶな），チー
ス（Tnc，いちい），プリューシ（lillrem，きつた）の分布圏とモーリェ（Mope，海）の位置から原住
地を推定しようとしたのである。ブークは本来ゲルマン系の単語（＊b6k6，cf．現代ドイツ語Buche）
であり，スラヴ人が（バルト人も）もともと知らない植物であるのに鮒して，チースとプ1コユ～シ
は原初的にスラヴ語であるから，スラヴ人は，チースとプリューシが生育し，ブークが見られない
地域に居佐していた，というのである。また，モーリェという単語はスラヴにもバルトにも共通で
あるが，スラヴ人にとってはこれが「海」であっても，バルト諸語ではこれに相妾する語根
（mares，ヲFアニア語marios）は「海」ではなく「湖」のことであり，極く特殊な場合にのみヂジ
ガ湾」を指すという。そしてバルト語で「海」を表す蒔には別の語（リトアニア語jura）を用い
るのである。このことは，スラヴ人が沿海地帯に居控していた時に，バルト人はそこから東部へ押
し出されたということを意味するのだという。シャフマートフは単一のバルト・スラヴ語構想の熱
心な擁護者であったが，こうして紀元煎2000年紀中期にスラヴ人とバルト人は分裂していく，と考
えたのである。そしてこの時期スラヴ人は，「ぶな」の木がなく「いちい」とヂきつた」が生育し，
かつ「海」に近い，という条件を満たす地点，即ちネマン川（・一マン川）下流と西ドヴィナ州下
流（現在のラトヴィア共祁国内での名称はダウガヴァ川）に挾まれるバルト海菓部沿岸域に佐んだ，
というのである。シャープマFフは，これを「スラヴ人第一原住地1（RePBas　lipapopmHa　CllaBfiH）
と呼んでいる。また上記のように，スラヴ人の東隣にはバルト人が，西，南西，南部にはゲルマン
人が居たことになるが，ゲルマン人が紀元2世紀頃から南に向かってドネストル用流域へ移動する
に伴い，スラヴ人も南西方向へ拡張してヴィスワ川水域を占めるに至った。これが「スラヴ入第二
原鉦地」（BT◎pafi　HpaPORIiHa　CllaBfiH）である。紀元5世紀末スラヴ人はここから二群，即ち西群と
南東群に分かれ，前者は薦進してエルベ用（ラバ川）を越え，後者はその後やや遅れて紀元6量紀
の初め頃南進して，北東部はプリピャチ川とドネプル川の分水域から，南部はドゥナウ川と黒海北
岸のデルタにまで達するのである。こうして，後者は東スラヴと南スラヴに分かれるのであり，こ
れがヴィザンツの作家プロコピオスの言うアソト人とスクラヴェン人（後述）である，という。そ
して，南スラヴ人はバルカン半島を，アンF人はプルト絹からドネプル川の間の地を占めるに至る。
このアント人の地こそ「ロシア人第一原住地」であるが，その後遊牧民アヴァール族に押されてド
ネプル，ドネストル州沿いに北上し，現在のヴォリーニャ，キエフシーナの辺りに達する。これが，
「mシア人第二原住地」である，という。概してこのシャフマートフ仮説は今Hでは受け入れられ
ていないが，その方法論はその後の研究老達に大きな示唆を与えることになったのである9｝。
　何れにしろ，スラヴ原控地問題についてスラヴィストの間に意見の統～はないが，現在では過去
における程大きな違いはないと考えられる。上のシャフマトフ説，また，かつてはよく言われた所
謂カルパチア山原住地説（KaPilaTCKaSl　creOPMfi）も今日では排除されているが，原住地は大体平均的
をこはオドラ州とドネプル川に挾まれる地に絞られて来ている，と考えられる。今β対立する学説は，
大別すれぽ二つ，即ちヴィスワ・オドラ説（BUCHO－OllePCKafi　Te◎p朋）とヴィスワ・ドネプル説
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（BKCHO－AHenp◎BCKas｛　Teopua）であるが，概して後者が有力である1◎｝。
　ヴィスワ・オドラ説は，レル・スプワヴィンスキーを初めとする，主としてポーランド人学者に
よって提唱されたものである。それによれぽ，最古のスラヴ人は，先ずヴィスワ川とオドラ川（オー
デル川）の間に居住し始め（その時期は不明であるが，大体紀元前2000年紀中頃），紀元1世紀頃
（紀元開始以後日の浅い頃）より，現在のポーランドの地を離れて，南はカルパチア山脈とハンガ
リア低地を越えドゥナウ川及びパルカソ半島へ，東はドネプル川及びそれ以東へ，そして一部は蔭
方向へも拡がった，というのである。ポーランド人学者は，現在のポーランドの地こそスラヴ人の
発祥地だという意味で，この仮説を「原住地（autochton）説」と呼んでいる。
　ヴィスワ・ドネプル説の代表者はチェコ人学者ニーデルレ（Nieder｝e，　L．）である。その他ポーラ
ンド人学者モシンスキー（Moszyhski，　K．），ペテルブルグ生まれのドイツ人学者ファスマー（Vasmer，
M．），革命前のPtシア人学者セリーシシ＝フ（CelluuxeB，Φ．M．）等もヴィスワ・ドネプル説の支持者
だとすることが趨来よう。＝一デルレによれぽ，紀元前後のスラヴ人の居住地は，薦はヴィスワ川，
東はドネプル川中流まで，また北限はプリピャチ川とマゾフシェ湖沼帯（ヴィスワ中流及びナーレ
フ州，ブグ月rF流地帯）一これより北にはバルト人が居住一，南限はカルパチア山麓であった。現
在の地理で言えぽ，おおよそ白ロシア南部からウクライナ北部（ドネプル月似西）にかけての地域
9
ロシア語史概説（1）
であった，ということになろう。上図はスラヴ原住地構想を表したものである11）。
　ソヴィエトの言認学者フィ1］ン（Φ邸聡，Φ．H．）のヂネプル中流・西ブグ（ボレーシェ・ヴィル
イニ）説も，大体上に言うヴィスワ・ドネプル説の想定する地域と相重なる，と考えられる。従っ
て，フィリン自身はニーデルレ，ファスマー，モシンスキー等を含めて，ドネプル中流説
（cpePHeAHenpoB（」　afi　rauoTe3a）と呼んでいる12｝。原住地問題についてのフィリソの研究は，「東ス
ラヴ語の成立」（1962）や「　Ptシア語，ウクライナ語，白　Ptシア語の起源」（1972）等に等しいが，
彼は，「東スラヴ語の成立」の中で，再建されたスラヴ祖語の自然環境（動物，植物，地理等）に
関する語彙や隣接種族との関係を表す語彙資料を検討した上で，①原住地は，少なくともスラヴ祖
語の最終段階に入って，海，山，ステップから離れ，湖や沼沢の多い温和な森林地帯に位置したで
あろうこと13｝，②バルト語やイラン語との関係は深いが，ゲルマン語やフィン・ウゴル語との結び
つきは弱いこと14），を明らかにした。即ち，スラヴ祖語には，森林，沼沢に生活圏を持つ鳥獣類や
温和な森林地帯の樹木，植物，魚類の名称が豊かである反薦，海，山，ステップの特徴を指し示す
ような名称が存在しないことが判明したのである。これにより，「湖と沼地がある温隷な森抹地帯」
を持った地域，即ち①の条件に合致する範囲は「西はエルベ，オーデル中流から，東はデスナ川に
達する広大な空間」であり，また②より，スラヴ人はバルト人とイラン人に挾まれた地域を占め，
ゲルマン人やフィン・ウゴル人とはバルト族等によって隔てられていた，という推論が可能になる
のである。以上によって，フィリンは，「紀元前玉000年紀後半の共通スラヴ族は，濾ブグ上流から
ドネプル中流にかけての森林平野部を占めた」15）という結論を下したのである。しかし，やがて紀
元前1000年紀末にはスラヴ族の移動は次第に活発になり始め，逐には単一のスラヴ根語は崩壊の運
命を辿るのである。こうして，紀元後間もなく「ウェネディ」（後述）等の名称で呼ぼれるスラヴ
人が，ヴィスワ水域やバルト海沿岸地帯に出現し，そこでゲルマン人に遭遇することになるのであ
る16｝。
〔N）　スラヴ人についての最古の文献史料
　スラヴ人が記述された歴史の中に登場して来るのは，かなり遅い時期，即ち紀元以後のことであ
る。エジプトやメソポタミア，即ち「日出ずる噺」たるオリエントに，古代オリエント文明が隆盛
であった頃，スラヴ人は未だ「野蛮」（Wildheit，脳KOCTL）ないしは「未開」（Barbarei，BaPBaPCTBO）
の低段階（Unterstufe）の域を脱していなかったのである17）。また，古典ギリー1ヤの人達も勿論彼ら
についての知識を持たなかった訳で，当時のPt　m　一　Ptッパの諸種族，諸民属について書いたへPド
トス（前5世紀）の著作の中にスラヴ人についての記述を見出そうとする試みも過去何回か繰り返
されたが，成功しているとは言えない。
　しかし，上述のように，紀元IO◎0年紀の前半には，人口増に伴い，また新しい大地を求めて，ス
ラヴ人はヴィスワ流域へ，そしてバルト海沿岸へ動き始めるのである。この藪方向への移動は数世
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紀にわたって続き，やがてエルベに達し，またエルベを越えるのであるが，当然その移動はゲルマ
ソ人によって阻まれることになる。その結果スラヴ族の中には，その後ゲルマン化されて行ったも
のもある。また6世紀には，スラヴ人はバルカン半島への植民を開始し，9世紀迄にはヨーロッパ
中部から菰融一ロッパの一部にもまたがり，更に東ヨーロッパをも含めた広大な地域を領するに至
るのである。こうしたスラヴ人の拡張は，漸く周辺諸族，諸民族の関心を呼び覚ますことになる。
それが，1世紀から6世紀にかけてのPt　一マ，そしてヴィザンツの文人，学者，軍人，政治家等の
伝えるスラヴ人情報である。
　さて，スラヴ人についての記述（だと考えられるもの）は，紀元1～2世紀に現れるものが最初
である。すなわち，ローマの作家・学者・政治家であっったプリニウス（Ga玉us　Plinius　Sec職dus　23
－79年）の「自然誌」（Historia　naturalis，77年頃），アレクサンドリアの学者プトレマイオス（Klaudios
Ptolemaios　2世紀）の「地理学」（rεoγραφ‘切6φヵγησ‘s），ローマの作家・史家タキトゥス（Publius
Cornerius　Tacitus　55－117年）の「ゲルマーニア」（Germania，　98年）に現れるウェネディ，ウエネダ
イ（Venedi，　Venadi，　Veneti，Obεリεδαご等）である。プトレマイオスは，カルパチア山脈を「ウェネド
の山々」（ObεvεδtNe（6ρη）とし，バルト海を「ウェネド湾」（06εvεδcrcbsκ6えπos）と呼んでいる。そし
て，「ダキアを取り囲む山脈」，即ちカルパチアの北方には「多数の種族」（μ醜στωぎθレos）ウェネデ
ィが住む，としている18）。また，Pt一マ帝国の道路網を描いた，　rペウティンガー地図」（Tabula
Peutingeriana）の名称で呼ぼれる地図（ローマ皇帝アウグストゥスの蒔，ローマ軍鶏令官アグリッ
パMarcus　Vipsa蜘s　Agrlppaが作成した世界地図が4世紀頃実用的な道路地國に改定されたが，更
に13世紀にアルザスの修道僧によって＝ピーされ，その後アウスブルグのコンラド・ペウティンガーKonrad
Peutinger　1465－1547がこれを収蔵したもの。現在はウィーンの国立博物館所蔵）’には，当蒔の旅行
者が旅の途中通過しなけれぽならない領域に住む種族の名称が示されており，そこに認められるウ
ェネド人はダキア及びドゥナウ・ドネストル間の地域を占める，という19）。以上の資料を総舎すれ
ば，このウェネド人は，カルパチア山脈以北，バルト海に至る迄の領域を占めていたことになる。
そして，例えぽ，ゲルマン語のヴェンデン，ヴィンデンがスラヴ人を意味してきたこと，ドイツ語
のヴェンデン（Wenden）とその形容詞ヴェンディッシュ（wendisch）がソルブ人に簿して，ヴィンデ
ン（Winden）とその形容詞ヴィンディヅシ＝（windisch）がスPtヴィンツ人に対して使用されること，
印欧語以外では，フィンランド語のヴェネエ（venaja），カレリア語（フィン系）ヴェネエ（venea），
エスト＝ア語ヴェネ（vene）はロシア人を，ハンガリー譲のヴ＝ンド（vend）がスロヴァニア人に薄
して用いられること等から，ゲルマン人もフィン人も自分たちの隣接種族であるスラヴ人をウェネ
ディと呼び倣わして来たことが推定できるのである。しかし，一部スラヴ学者の中には一一例えぽ
レル・スプワヴィンスキーやイヴァノブ（班BaH：oB，　B．　B．）一一この語根vent一をスラヴ祖語のウェン
ティ＊venti－（古スラヴ語ヴェンシチーBAIIITux，古代Pシア語ヴャチシーB購L皿MM嵩「大き
い」の比較蔽，従って，例えぽ「R人，大男」）に結びつけて，そこから「原初年代詑」（HOBeCTb
BpeMeHHblx　xeT）に登場する東スラヴのヴャチチ族（BfiTligx）に嗣定しようとするものがあり20），ま
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た，語ee　vent一の異形pd－（古スラヴ語Mna，古代”シアes　oyma，ウクライナ語BYAKa，ポーランド
語wedka）に関連させて「狩猟者，漁猟者」を意味したスラヴ語とする者もあるが，ウェネディ
なる名称がスラヴ人の自称であった可能性は極めて少なそうである。この名称はケルト語起源（vin－
dOS＝：「明るい」の意）ないしはそれに比較的近い系統の雷語から出た可能性が強いのである21＞。例
えぽ，ウェネティ＝＝イリリア族（ラテン語Illyrii）とする説がある（泉井久之助「ヨーロッパの奮
語」）22）。同氏によれぽ，イリリア人は，紀元前2000年紀にバルト海から酉ドイツ北岸地方～帯に
かけて居住し，諸方面に移動したものの一部はポー川（イタリア北部，アルプスに発し，アドリア
海に注ぐイタIJア最大の用）流域，バルカン更にギリシャにも及んだ有力な古族であり，古くはヴ
＝ネチア族即ちウェネティ族であって，その言語はイタリア語の一方言であった，というのである。
従って，ここから引き出される結論は，バルト海沿岸地帯の先住イリリア族＝ウェネディがバルカ
ン半島へ南下してのち，代わっ「てバルト海沿岸に出現したスラヴ人を，P一マ人やゲルマン人が先
住種族ウェネディと混岡して，岡じ名称で呼び続けたということになる。実際，この語の痕跡はヨー
ロッパ各地に残っている。例えば，ウィーソの古名ヴィンドボナ（Vind◎b◎na），イタリアの都市ヴ
ェネツィア，バルト海沿摩の地名ヴェンタ（BeHTa），ヴェンデン（BeffneH），ヴィンダヴァ（3H瓢a3a）
等がそれである。
　スラヴ人についての更に詳しい記述が現れるのは，紀元6世紀以降である。即ち，ウェネディに
加えて，スクラウェニ，スクラヴェノイ　（Sclaveni　，　Sclavani，　Sclavini，ΣκλαβηりoらΣκλαβごりoらΣκλαひηり
o‘，Σκλω‘レoご，Σθ忽β‘りo‘；Sclavi，　Stlavi，　S玉avi，Σrcλαβoc，　£rc2avoe，Σθλαβo‘等一当初は長語尾形が普通で
あったが，8世紀頃より短尾形が拡がった）及びアンティ，アンタイ（Anti，　Antae，Antes，”Avταt，
” Aりτεs等）の名称が文明世界に知られるようになるのである。この種族名は，｛列えぽ，6世紀の
ヴィザソツの史家プロコピオス（Prok◎pios　Caesariensis）の「ゴート戦記」（De　bello　Gothico．　551－
554年），ゴートの史家ヨルダーネス（J◎rdanes，　J◎rdanis）の「ゲタエ人の起源と活動について」（De
origine　actibusque　Getarum．Getica．551年），6世紀末～7世紀初のヴィザンツの作家マウリキオス
某（Pseudo－MaurikiOS）の「軍事戦略論（ストラテギコン）」（Στρατηγeκbv）一写本の中には，マウル
キオス帝（582～6◎2年在位）の筆になるものとするものもあって，最終的には筆老不確定のため「某」
（Pseudo－）を付して呼ぼれる一，あるいはまた7世紀初めのヴィザンツの史家テオフィラクトゥス
・シモカッタ（Theophylactus　Sim◎catta）等の史書に見ることができる。また，6世紀のヴィザン
ツの史家メナンドロス（Mεりαりδρos）も「アソト族の族長」（卸κoりτεs’AvτfOv）について言及している
のである23｝。なお，ヨルダーネスはウ＝ネト族を起源とし，ウェネト人の一派たるスクラウェン人
とアント人という三種のスラヴ人を，プロコピオスはスポロイ（Σπoρo‘）族を祖先とするスクラウ
ェン人とアント人という三種の種族名を挙げているのである。それに対して，マウリキオス某やテ
オブィラクテゥス・シモカッタが挙げるのは，スクラウェン人とアン5人の二種族である。何れに
しろ，これらの記述から，6世紀に達する頃には銑にスラヴ世界はその種族的単一性，統一性を維
持し得ず，従ってスラヴ複語はその方需的分化と握語崩壊の過程を辿り始めていたことを窺い知る
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ことができるのである。
　ヨルダーネスは，上記〈Getica＞の中で次のように記している：「北方向へ傾斜するカルパート
・ アルプスの左斜颪にあっては，ヴィストラjllの源から始まって，無限に拡がる広大な地域に多数
のウェネティの種族が住んでいる。それらの呼び名は今日では出身氏族の違いや土地毎に異なって
はいるが，彼らは特にスクラウェニとアソティと呼ぼれている。スクラウェニはノヴィエトゥヌム
の町とムルシアヌスと呼ぼれる湖からダナストルに至るまで，また北はヴィスクラまでの間に住ん
でいる。彼らの所eこは町はなく，沼沢と森林がそれに代わっている。一方，アンティは一荷種族
中最強であるが一ダナストルからダナプルまで，ポントスの屈噛する辺りに拡がっている。これ
らの川相互間の隔たりは，権当の行程を要するほどである」，「これらのウェネティは，…閻じルー
ツに端を発して，今ではウェネディ，アンティ，スクラウェニの三つの名称で知られる」（以上ロ
シア語からの重訳）24）。この記述から，当時のスラヴ人特にウェネド人の居住域が，カルパチア山
脈以北，ヴィスクラの発する所即ちヴィスワ上流域の無限の大地に拡がっていたこと，ウェネド人
の南側にはダナストル即ちドネストル川を挾んで繭側にスクラウ＝ン人，東側はダナプル即ちドネ
プル州に達するまでのポントX（黒海）のカーブの多い地域にスラヴ最強のアソト人が居住してい
たことが判断できるのである。
　一方，ベリサリオス司令官（Belisari◎s　504－565）の顧問として，ペルシア，バンダル，東ゴート
遠征にも参加したプロ＝ピオスのヂゴート戦記」は，同司令官が，帝国を脅かす蛮族の跳梁，賊麗
に苦しみながら，荒野の厳しい自然の中でも耐え抜く蛮族の強さの秘密を知るべく彼らを生け捕り
にする方策を練るため，自軍の中のスラヴ族を使ってその巧みな兵法を学んだこと，また，当時の
スラヴの戦闘集団，言わばスラヴ軍団が無敵の強さを誇り，最強の誉れ高い砦さえも陥落せしめ，
性別・年齢の如何に関わらず手当たり次第に奴隷化ないしは殺識を敢行，あるいは金品を略奪する，
といった行為を働いていたこと等を報じている25）。そして「これらの種族，即ちスクラウェニとア
ンティは，～人の人物による支配を受けず，古くから民主劇のもとで生活し，従って，彼らは人生
の幸も不幸も共通のこととする。その他あらゆる点でこれら両蛮族の生活全体，法は同じである。
彼らは，霧（いかつち）の創造者たる神のみが唯一万物の支配者であると考えており，その神に雄
牛の生欝を捧げたり，またその他神事を執り行う。彼らは，宿命というものを認めず，一般にそれ
が人々に対して何がしかの影響力を持つとは考えない。そこで，病魔に取り愚かれたり，戦場で危
機に陥って，死の脅威に曝されると，救ってもらえるならぽ直ちに自分の魂に代わる生蟄を捧げま
す，という約束を行う。死を鐸避すると，約束したものを生蟄に捧げ，その救いはこの生蟄の価値
によって購われものだと考えるのである。彼らは，川とニンフとその他あらゆる神を敬い，それら
全てに生蟄を捧げ，その生紬こよって占いを行う。互いに相当遠く離れて，粗末な小屋に住み，全
員が度々居住地を変える。戦闘に出る時には，彼等の多くは手に楯と槍を持って敵に進攻するが，
鎧は決して着用しない。また，ある春は上着も外套も着けず，腰の上を広帯で結んだズボンをはき，
そのような恰好で敵との会戦に臨む。どちらの種族も，同じ言葉を話す。かなりの野蛮語である。
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外見は互いに区別できない。非常に背が高く，大力である。皮囎の色は真っ白で，毛髪は金色か，
あまり黒くないが，黒ずんだ赤色を帯びている。彼らの生活様式は，Vッサゲタイ人と同じく，糧
野であり，生活設備は拙劣で，いつも泥にまみれているが，芯は悪くなく，決して凶悪ではない。
ところが，フン族の習俗は全くそのまま残している。かつては，スクラウ＝・とアンティの呼び名
も岡じであった。古くはこれら両種族はスポロイ（『分散したもの』）と呼ぽれていたが，思うに，
これは彼らが幾つかの集落毎に別々に『散らぽった』（σπoραδηv，スポラデーン）場所を占めて暮ら
していたからであろう。その故にこそ，彼らは土地も広く領する必要があるのである。彼らは，イ
ストロス州の対岸沿いに広大な土地を占めて生活している」仲シア語からの重訳），というのであ
る26）。この記事からは，イストロス絹（ドナウ川）以北に広大な土地を占め，アニミズム儒仰とり
わけ雷神を尊び，戦時民主制（BoeHHaSl　neMOKpaTXfi）に従って生活し，巧みな戦法と強力な軍事力
を持った蛮族としての原始スラヴ人の形象が浮かぶのである。侃し，「スポロイ」の語源をギリシ
ャ語「スポラデーン」から引き出すプロコピオス説はあやしいと言われている。フィジンによれぽ，
「スポロイ」は本来スラヴ人の自称であり，従って原初的にスラヴ語なのであって，古代ロシア語
の「スポル」（CB◎PS　＝＝　ag大，増簾している，の意）や「スポルイニャ」（CヨOPLI雌瓢豊富，多量，
の意）等と同じ類の語である，という27）。
　さて次に，マウリキオス某のrス｝’ラテギコン」の中のスラヴ人はどうであろうか。「スクラヴ
＝ノイとアントイの種族は，生活様式や習俗の面で，また自由を好むという点で似通っている。そ
の地では決して彼らを奴隷化したり，服従させたりすることはできない。…自分たちの地に来る飽
国者にも温かく接し，その現在地を教えて，～つの地から別の地へ移動する時も必要ならぽ鞍護を
してくれる。…多数の様々な家畜や大地の賜物…とりわけ黍と小麦を有する。女性の慎ましやかな
ること，いかなる人の性をも凌ぐ程であり，それ故その多くは夫の死を自らの死と心得，生涯のや
もめ暮らしを考えず露らの命を絶つのである。森の中や通行困難な絹，沼沢，湖の近くに住み，当
然彼らに起こる危険に備えて住居には多くの出目を設けている。自分の必要な物は秘密の場所に埋
め，どんな余分なものも公然とは持たず，放浪生活をおくっている。密林や山峡，切り立った崖地
で敵に相まみえる事を好み，自分たちの得意技として，昼夜の別なく伏兵，不意打ちを用いる他，
多くの諸々の手段を考案している。彼らは渡河にも練達し，この点では誰よりも優れている。また，
水中にも勇敢に耐え，時に家に居残って急襲を受ける者があると水中深く潜る場合がある。この場
舎，彼らは水面に届く程の特性の大きな，内部を穿った葦を口中に含み，霞身は川底に仰向きにな
って，その助けを借りて呼吸を行うのである。これを長時間行うため，彼らが居るのか居ないのか
全く見当がつかない有り様である。各人は二本の小槍で武装し，また丈夫であるが携帯不便な楯を
持つ者もいる。彼らはまた本製の弓を用いる他，矢用の特殊な毒に浸した小さな矢を使っている。
それは，この傷を受けた者が予め解毒＃jを用いるか，熟練した薬師（くすし）の知る別の補助手段
を使うか，あるいは毒が身体の他の部位に拡がらないように傷口の回りを切り除く，という処置を
施さない限り，強力な効き厨を示す舞なのである。彼らは首長を持たず，互いに反9し合って戦閣
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隊形を知らず，また規律ある戦闘ができないから，晃通しの利いた平地に現れ得ない。戦闘を敢行
するに翌るや，購び声を上げて少しずつ一斉に前進する。そして敵がその声に驚いてたじろぐや，
強く前進攻撃に転ずるのである。さもなくぽ，白兵戦での敵軍の兵力を測ろうともせずに逃亡して
しまうこともある。森林が大きな支えとなる為，彼らはそちらへ向かうが，それは狭い場所での戦
闘が得意だからである。また，度々，運搬中の獲物を慌てて投げ出して，森の中へ逃げ込む様に装
いながら，後で攻撃軍が獲物に飛びかかるや，すぐに立って敵に害をもたらすのである。これは全
て，彼らが敵を欺く為に考案した様々な方法の熟達の士である，ということである」（ロシア語か
らの重訳）28》。ここに述べられているスクラヴェソ人とアント人の形象は，概ねプロコピオスの記
述するそれと一致していることが分かる。即ち，彼らは互いに種々の面で似通った種族であること，
彼ら自身の社会内は無階級社会であること，主として川，沼沢，湖等のぞぽに居住し，様々な工夫
を凝らしたゲリラ的兵法を得意としたこと等が窺えるのである。
　ところで，これら文献に現れるスクラウェニ（スクラヴェノイ等）及びアソティ（アンタイ等）
なる名称の起源についても，様々な仮説が存在しており，今尚確定したものはない。先ず，スクラ
ウェニ等であるが，恐らくはスラヴ祖語のスロヴェーネ＊slov硫e（単数スロヴェーニン＊slov6nins）
やスラーヴィ＊slaviに鰐応する語であり，ラテン語やギリシャ語が語頭では［sl－1の子音群を嫌い，
skl－，　stト，σκλ一，σθX一のように【k］【t（h）1の要素を挾んで，スラヴ語を写し取ったものであろう，と考
えられる。聞こえ増大（S◎n◎ritatswelle）の原理によって子音群（c◎nsonant　cl雛ster）を構成した古ス
ラヴ語が，一方では，歯擦音から流音への急激な聞こえの差を避けるべく歯擦音，流音間に破裂音
の要素を挿入した，と言われるが，そうした例は10～ll世紀の写塞においてしぼしぼ見られるとこ
ろである（CTPAM，　PA3APiSIIIXTH等）。更に，この歯擦音と流音との間に閉鎖音を挾んで子音
群を構成する癖が，ソルン（ConyHb）一ギ1］シャの都市テッサP＝ケ（ラテン名サロニカ）のス
ラヴ古名。スラヴ文字の考案老キュリロス，メトディオス兄弟の生地一方言に渕源をもつ現代の
マケヂニア地方（ギリシャ北部）のスラヴ方言において行われている（CTpeRa，　CTpaM，311pee
等）29》，ことも興味を引く。さて，このギリシャ語，ラテン語の短尾形（Σκλαβo‘，　Sclavi等）は，8
世紀頃よりザ奴隷」の意も帯び始め，西殴世界に拡がって行くのであるが（cf．ラテン語sclaVUS，フ
ランス語esclave，スペイン語esclavo，ドイツ諾Sk豆斜e，英語slave等），それは蔭欧世界で奴隷として
取り引きされた当時の一部スラヴ人の運命を反映したものであろう。また，13～14世紀頃より，ス
ロヴェーネはスラーヴァ（CAaBa＜＊slaga＝栄光，誉），スP一ヴォ（CHOBOく＊slO“0＝：単語，言葉），ス
ルーチ（cxoyTil＜＊slogti・：～として聞こえる，～の名で通る）といった語との関連が意識され始め
る。即ち，「蛍れ高き」種族，「言葉（のできる）」種族（cf．　paシア語ニェモイHeMoB　・＝　Wt言の，唖
の；＝エメツHeMell＝ドイツ人）といった語源との関連である。この語源説は比較的有力なようで
あるが，問題がない訳ではない。先ず第一に，形態面から見れぽ，スラーヴァからはXラヴェーネ
（CllaBtSHe），スP一ヴォからはスpaヴェセーネ（crrOBeCtSHe，スローヴォは古くは所謂子音幹名詞，こ
の場合s幹名詞であって，古い語幹はスロヴェースCllOB－ec－）が形成されねぽならないが，実際に
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は存在しないこと，第二に，「誉れ高き」とか「言葉（のできる）」とかいった意味を持つ人種名が
印殴語には存在しないことから（アルバニア語の例外を除いて），スラヴ人の自称がそうした特殊
な名称であった可能性は薄いというのである30）。その他，スローヴィ＊Slovyという地名を仮説し
てスロヴェーネを説明するもの，また印殴語＊slaVOS＞ギリシャ語AeXOS（人々，民）に関連させて，
スロヴェーネが正に「種族構成貫」を意味した，とする説（ベルンシュタイン6ePK斑Teim，　C．　S．
も），あるいはまた，ローマ人が買いつけた大量のスラヴ人奴隷の名前にボゴスラーヴ，ボリスラー
ヴ，ミロスラーヴ，ヤロスラーヴ等スラーヴ（－CllaBS）の要素を持った者が多く，それをローマ人
が普通名詞として取り入れた，とする説（ボドゥアン・ド・クルテネBaudouin　de　Courtenay）等
があるが，どれも決定的な証明力に欠けるのである31）。また，スロヴ＝一ネが，原初的にスラヴ人
一般の総称であったのか，あるいは，初めは～部のスラヴ人のみを指しながら後になって一一ge化し
たのか，ということも未解決のままである。
　アンティについても，不明な点が多い。シャフマトフは，それを東スラヴ族の祖先と考え，＝一
デルレは東スラヴ族南群，スレズネフス｝’　一一（Cpe3HeBCKvati，　K．玖．）をまウリチ族とチヴェルツィ族（い
ずれも黒海北西沿岸地方にいた菓スラヴ族の一派）を想定する，という具合である。何しろアソト
人情報を伝える資料は唯一ヴィザンツやPt　一マのものであって，しかも最大の難点は，それが極め
て短期間しか登場して来ないということである。既に見たように，アンティについて初めて言及し
たのはヨルダーネス（551年）であるが，この名称はそれから50年程経過した7世紀初瞬こはもう
永遠に文献から消えるのである。即ち，先に挙げたテオフィラクトゥス・シモカッタが「歴史」の
中で，602年の事件としてアヴァール・カガン（可汗）のアント遠征を伝えた記事「ハガンは，ロー
マ人の襲撃を知って，ローマ人と同盟関係にあったアンF族を鱗滅すべく，アプシフと軍を派遣し
た」が最後である32｝。何故アンティの名称が突如として消えるのか，またこの名称の由来は何か等
謎が多い。フィリンは，ケルト語起源説（シャフマトフ），イラン語起源説（この場合，「最果て，
辺境」の人，の意とする）等様々な学説がこの名称の突如として消える理由を説明できないのに対
して，チュルク語（アヴァール語）起源説はそれを良く説閣できる，としている。チ＝ルク・アヴ
ァール族は，6世紀頃南ロシアのステップを通って颪に向かう遠征途上においてスラヴ人の一部を
征圧し（狢獄を極めた支配者オブリ即ちアヴァールの，スラヴ人の一派ドゥレビ族に対する非道振
りは，例えぽロシア「原初年代記」にも見ることができる）33），その結果スラヴ人にアヴァール人
の従属的同盟者としての忠誠を誓うことを余儀無くぜしめるのである。チュルク誰ant＝「薯約」，
モンゴル語anda，　and・・＝「義兄弟」，によってこのことを確認できる，という。ヴィザンツでは，ア
ヴァールと共に帝都に来襲するアヴァールの厨下の同盟者としてのスラヴ族を区別して言い衰すの
に，アヴァール人の使うアントなる名称を借用したが，その後，この名称はド岡盟者，義兄弟」の
意から転義して「スラヴ族（集田）」を表すに翌った。従って，アンティは，アヴァールの「従属
的同盟者」と「スラヴ族集団の一」という二つの意味を持ったのであり，後者の意味は人種名には
よくある，個男9によって全体を衰すという意味拡張の結果（例えぽ，バルト族と隣接関係を有した
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古代ルーシの種族の一つクリヴィチK四B照Kの名称はラトヴィア語ではクリェヴスkrievs＝　Ptシア
人，クリェヴkrievu－　＝　Ptシアの），ヴィザンツ等では時としてスラヴ族全体を表すべく使用された
が，実際に存在したアント人は東スラヴ族の南西群であった，というのである。醤語学老フィリン
によれぽ，この従属的岡盟者スラヴ族が抑厩者アヴァールに対して峰起し，彼らとの誓約を破棄す
るに蚕った時，アントたることを庇めたのであり，6世紀の史家作家に短期間アンティの名が現
れたとしても，それは単なる歴史的偶然に過ぎない，のである34｝。しかし，このフィリン説に対し
ては，歴史学者国本哲炎氏が疑問を提出されている。国本域は，ヨルダーネスのアント人記述（551年）
はアヴァールの使節が初めてコンスタンティノポリスを訪れる（558年）より前であること，アヴ
ァールが「アント」と呼ぶことを止めても，ヴィザンツで使用を止める必要がないこと，アヴァー
ルの同盟者はアント人だけとは限らないこと，アント人はむしろヴィザンツの岡盟者であってアヴ
ァールとは敵対関係にあること，を挙げたあと，アント人の消滅はアヴァール軍の討伐を受けた結
果北へ移動ないしは殺されて，種族としての存在を止めたのであり，それ故ヴィザンツとの関係
が切れ，ヴィザンツの関心を引かなくなったのだ，とされている。更に，氏はセF’　一フ（CeAOB，
C．C．考古学者）の「アント人とは，紀元前1000年紀半ばに，おもにドネースFルとドネープル下
流の間に住んでいた，スラヴ人の燗溺的な種族群であったと考えられる。おそらく，この種族群は
その方言（アント方醤）を持っていたであろう。7世紀の初めに，アント人はアヴァールによって
壊滅させられた。アンF人の集落の大部分は，そのさい消滅した。…北部地方のアント人の残存者
は，古代スラヴの東南方雷群（プラハ式土器分化）と融合し，その文化を取り入れ，rアント』と
いう種族名は忘れ去られたのである」を支持して，「アントの名の消滅は，アント人の種族群とし
ての消滅を意味したとするセドーフ説に賛成する。そうすると，9世紀に古ルーシ国の成立に参加
した東スラヴ人とは，アント人の子孫ではなく，アント人の一部を岡化吸収したスクラヴ＝＝人（プ
ラハ・コルチャーク式土器の担い手）であったことになる」と結論されている35）。東スラヴ人の構
成は単～ではなく複舎的なものなのである。
　以上の資料や諸研究から見て，上述のように，ウェネド人は南北方向ではバルト海とヴイスワ上
流の間（カルパチア最北端以北），東藪方向ではヴイスラ，ラバ川間に，ウェネド人の南側と南東
部にはそれぞれスクラヴェニ人とアント人が黒海以北にドネストル州を挾んで位置を占めるに至っ
たと考えられる。しかし単純にウェネディ，スクラヴ、、　：，アンティをそれぞれ現在の西スラヴ，
南スラヴ，東スラヴの祖先とすることができないのは勿論である。値々のスラヴ語の成立をスラヴ
檀語の分裂の結果として直線的に捉えることができないのであって，そこには個々の方言の収束過
程（c◎nvergence）等の複雑な要因が働くのである。ただ，概ね紀元1世紀から6世紀にかけて，ス
ラヴは先ず東西の工群に分化し，次いで西群からは西スラヴが，東群からは次第に南スラヴと東ス
ラヴが分化して上のような位置に落ち着いたことが窺えるのである。こうして紀元1000年紀前半が
終わる頃にはスラヴ祖語の方言分化が進んで，その統一性は失われていたと考えられるのである。
　さて，ヴィザンツの文献からアントの名称が消えて約200年後，東爾の史料にはm一ス（poc）な
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いしはルーシ（PYCb）の名が拡がりを見せ始めるのである。しかし，このルーシの起源をめぐる問
題は，ウェネディ，スクラヴェニ，アンティの問題以上厄介であって，18世紀以来今臼まで，その
間一時期ナチスのゲルマン選民史観に基づく政治的潮流も関わる等，200年以上の長い論争史を持
つが，未だに決着は見ていない。大別すれぽ，ルーシ＝ノルマン説，即ち最初のロシア建国の起源
をノルマン人の活動に求めるものとルーシ＝スラヴ説即ちそれをスラヴ人自身の季になるものと考
える主張の鰐立である。
　ルーシ＝ノルマン説が根拠とするところは，先ず第一には，「原初年代記」（「過ぎし年月の物語」）
H◎BeCTb　BpeMeHHblx　xeT）等に現れる所謂ヴァリャーギ（罵ノルマン）招致伝説である（この「物
語」の原本はm3年頃キエフのペチェルスキー修道院の修道僧ネストルによって編まれ，1116年に
ヴィドブィチ修道院の修道僧シリヴェストルによって一部だけ改定がなされたものであるが，残っ
ているのはその写本であって，その最古の写本がラヴレンチー本〔1377年〕である。ラヴレンチー
とは，スズダリ公ドミーFリーの為に写本を行った修道僧の名前である）。r原初年代記」の862年
（ヴィザンツの天地開閣暦6370年）の記事によれぽ（記事の事件の年より凡そ250年程後に編まれ
たものであり，しかも残存している最古の写本はそれから更に250年程後ということになるが），一
旦海の彼方ヘヴァリャーギを追い払った筈であったスラヴ人疵族間に内紛が発生し，自治能力に乱
れが生じたため，法秩序に従って自分たちを統治し得るような公（KHfi3b）を求めて，彼らは「海の
向こう，ヴァリャギのルシのもとに（K　BaPfirOMS　K　PyCli）行った。このようにそのヴァリャギは自
らをルシと呼んでいたからである。…チュヂ，スロヴェネとクリヴィチがルシに（ラヴレンチー本
は主格PyCb。主格では意味が通じないため，ここでは他の写本によって与格PyCKの訳がつけられ
ている），『私達の国の全体は大きく豊かですが，その中には秩序がありません。公となって私達を
統治するために来て下さい』と言った。そこで3人の兄弟が自分たちの氏族と共に選び娼され，ル
シのすべてをつれて（ilOfimua・llo・c◎6tS　BCK）PyCb）到着した」とある36）。その結果，長兄リューリクは
ノヴゴPtドに，次のシネウスはベロオーゼロに，三番目のトルヴォルはイズヴォリスクに公座を占
めたのであり，「これらの者から，ルシの国が呼び名を得たのである（◎Tる黙肺【BaPfirs］　Rpo3BaCfi
PyCK翻3eM朋．【］内の語はラヴレンチー本にはなく，他の写本によって補われたもので，　OTSの
＝ユアンスと共に問題になる箇厭である）。ノヴゴ揖ドの人々一これらはヴァリャギの氏族から
出たノヴゴμドの住民であり，以前はスロヴェネだったのである」37）ということになっている。こ
の記事を根拠にすれぽ，初めはヴァリャーギ（ノルマン人）のことをルーシと言ったのであり，そ
れがのち11世紀頃より東スラヴ人を指すようになって行くのだ，と考えることができるのである。
更にルーシ・ノルマン説を支えるのがルシ，ロシの語源である。脚ち，ルシ，ロシなる語は古代ア
イスランド語の語根Ptス（rops－）に起源を持つ語だとし（例えぽ，ロースメンropsn｝enn「漕ぎ手」），
ストックホルム以北の地名Ptスラーゲン（R◎pslagen＞R◎slagen）やフィン語ルオトシRuotsi「スウ
＝一 デン人」等が挙げられるのである。
　ルーシ＝スラヴ説論者はルーシ，P－Xの語源をスラヴ語に求めている。すなわち，黒海北部沿
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岸地帯の古い地名にはロース（poc）の語根要素を持ったものが多いとされ，例えぽ，キエフ以南ド
ネプル右岸支流の一つであるPt　一シ川（P◎Cb）等の水名が挙げられるのである。したがって，ルー
シ＝＝スラヴ説でes　，ルーシという名称は原初的にはドネプル中流域にあった吉いエトノスを表すの
であり，それが後になって次第に他の東スラヴ人にも及ぶようになったとするのである。ルーシ＝
スラヴ説を支えるもう一つの柱は，やはり「原初年代記」等に現れる，キエフの都の起源について
の記事である。「原初年代記」は先ず習頭部で［これは，どこからルシの国が起こったか，誰がキ
エフにおいてまず初めに公として治め始めたか，そしてどこからルシの国が始まったかの，年毎の
物語である」38）と書く。そして，旧約聖書の劇世記物語で繋いだのち，「スPtヴェネ」のドナウか
らの分散とそこからドネプル流域にやって来た「スロヴェネ」の一派「ポリャネYのこと，「ヴァ
リャギからグレキ〔ギリシャ〕への道」，聖ペテロの兄弟聖アンデレの布教の旅の話が続き，その
後に「ポリャネは分かれて住み，自分たちの氏族を支配していたが，彼らはこれらの兄弟以前に（す
でに）ポリャネであり，おのおの自分の氏族を支配しながら，霞分の氏族と共におのおのの場所に
暮らしていた。3人の兄弟がいた。～人の名はキー，もう一人の名はシチェク，3人目はホリフで，
彼らの妹はルイベジであった。…そして（人々は）最年長の兄の名にちなんで晦をつくり，その名
をキエフと呼んだ。町の周りに森と大きな松林があり，獣の狩猟を事としていた。彼らは賢く思慮
深い人々で，ポリャネと呼ぼれた。彼ら（の子孫として）いままでキエフにはポリャネがいるので
ある。…キーは自分の琉族の公だったのである。…これらの兄弟の後，彼らの一族がポリャネの中
で権力を持ち始めた（nep）KaTM　uoqarlla　KHf｛）Kel｛be）」という記事が置かれており39》，このスラヴ族の
～つポリャネ族とキー兄弟による建都物語が，ルーシ＝スラヴ説の根拠となるのである。現代ソヴ
ィエト史学は，欧米等のルーシ＝ノルマソ説を斥け，塞本的にはルーシ＝スラヴ説を取っている。
そして，例えぽ「原初年代記」の現代ロシア議訳を行ったリハチョフ（珈x麗eB，　A．　C．）はその注の
中で，ヴァリャーギ招致伝説の生み出された要因について，ag－eこは省代，中世の歴史学は支配王
朝の系譜を神話上の人物や外国人に求めて，その権威によって地元有力者間の軋礫，競争を排除し
ようとしたのであり，第二にそのことによってヴィザンツの脅威，侵害から政権を守ろうとしたの
であるが，ノルマン人の場舎は（ヴィザソツと異なり），例えそこから権威を借りようとも，ルー
シの国家にとっては脅威とはならなかったからである，という説明を行っている40》。その他多くの
論点が見られるが，本稿の饅的からして，ノルマン説かスラヴ説かについてこれ以上詳細に立ち入
ることは控えておきたい41）。
　次いで9～三〇世紀頃の東スラヴ人情報を伝える重要な史料はやはり「原初年代記」の記事である。
その導入部の購成Uこは，ドナウからのスラヴ分散の記事が含まれていることは既述の通りであるが，
この部分を含めて「原初年代記」には次のような12の東スラヴ諸種族の名称が挙げられている。す
なわち～番北にスロヴ＝ネ（イリメニ湖畔），その南にクリヴィチ（西ドヴィナ，ヴォルガ，ドネ
プル川上流域），更にその南にドレゴヴィチ（プリピャチ川北方），ラヂミチ（ドネプル，デスナ川
に挾まれる辺り），ヴャチチ（ラヂミチの東方，オカ川中・上流，ドン川上流），そしてさらに南へ
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下ってポリャネ（キエフ地域，ドネプル右岸）とF“レヴリャネ（プリピャチからドネプルに至る問）
とセヴェリャネ（デスナ，セイム，スーラ絹流域），更に南のウリチとチヴ＝ルツィ（ドネストル
用と挾んでその西と東に），そしてヴォジ＝ヤネ（＝ブジャネ；ドレビに取って替わった；西ブグ，
南ブグ上流），さらにその南西にベールィエ・ホルヴァトィ（ガリチア地方）である。尤も年代記
が最初に編纂される頃には以前の古い種族関係は既に存在していなかったと考えられる。従って，
その種族名も余すところなく列挙されているとは限らず（ルイ・〈　・フPLi6aK◎B，　B．Φ、は，10◎～
200の小種族が存在したであろうと考えてい夢2｝），しかも上の種族名の中には明らかに雛統以外の
関係，即ち地域的な関係で集団を形成した，と考えられる名称も混じっているのである（ドレヴリ
ャネ双pe朋懸eく木npeB◎，及epeBo，ブジャネ6y）KaHe＜ブグ月iSyrb）。それら種族名も時と共に，例
えばスロヴェネはノヴゴロド人に，ポリャネはキエフ人に，ヴャチチはジャザン人といった地域的
な名称に替わっていくのである。チェレプニン（糧【epeHHKH，　J［｛．班。）にれぽ，ウジチが年代記に最後
に現れるのは885年，ドゥレビは907年，ポリャネとチヴmルツィは944年，ドレヴジャネは990年，
スロヴェネは1◎36年，クリヴィチは1127年，ドレゴヴィチは鍍49年，ラヂミチは1169年，セヴェリ
ャネは1183年，ヴャチチは1王97年である43）。ここには，東スラヴの地にあって，種族方欝が崩れて
次第に地域方言が形成されていく過程が読み取れるのである。
　ところで，この「原初年代記」の記事を基にしたシャフマFフの，東スラヴ語の成立に関する仮
説は有名である。彼は上の東スラヴ族を先ず北群，南群，東群の三群に分かつ。そして，北群には
スロヴェネとクリヴィチが，南群にはポリャネ，ドレヴリャネ，セヴェリャネ，ドゥレビ，ウリチ，
チヴェルツィ，ホルヴァティが，東群にはヴャチチ，ラヂミチ，ドレゴヴィチが属し，北群はツォー
カニエ儲OKa貼e）を，南群は摩擦的後日蓋音（r＝　r）を，東群はアーカニエ（aKaKbe）を特徽とする，
と説く。次いで，ウクライナ語は南群方言を基に，白ロシア語は南群及び東群方言を基に形成され，
その際藪スラヴのレッヒ群方言も若千関わったとする。また，ロシア語は菓群及び北群方雷を土台
にしてるが，その内，北ft　Ptシア方誉は北群方言を基に，南大Pシア方言は東群方言を基にしてお
り，中部ロシア方言は後に南北の大ロシア方言の相互作用と相互漫透の結果生じたものだというの
である44｝。シャフマトフ説は「非常によくできた仮説」だとされるが，一方では彼が各群の特徴と
しているツォーカニエやアーカニエ，r　＝γ，レッヒ群参与説等問題が多いと言える45｝。
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